
 

 

       

 

 平成２６年度石川県危機管理フォーラムの開催について 

 

１ 目 的  国民保護や防災といった「危機管理」に関して、国、地方公共団体及び住民の

役割について、広く県民や関係機関に理解を深めてもらうことを目的とする。 

 

２ 日 時  平成２６年１１月２４日（月・振休）１３時３０分～１５時３０分 

 

３ 場 所  石川県地場産業振興センター新館 コンベンションホール 

       （金沢市鞍月２丁目２０番地） 

４ プログラム 

 （１）講演（国民保護） 

・演 題 「危機への備え～国民保護のしくみについて～」 

・講演者 内閣官房副長官補（事態対処・危機管理）付参事官 加藤 雅広 氏 

 （２）講演（防災） 

・演 題 「地域を知り、防災を考える」 

・講演者 静岡大学防災総合センター教授 牛山 素行 氏 

 

５ 主 催  石川県 （一財）消防科学総合センター 

 

６ 参加者募集 

（１）参加申し込み方法 

    ・参加希望者は、住所、氏名、電話番号を記入のうえ、電子メール、ＦＡＸ又はハガ

キで申し込み。（様式は任意） 

    ・申し込みの締め切りは平成２６年１１月１９日（水）必着 

（２）参加申し込み・問い合わせ先 

    石川県危機対策課 危機管理グループ 

    住 所 〒920-8580 金沢市鞍月１丁目１番地 

    電 話 076-225-1482 

    ＦＡＸ 076-225-1484 

    メール e170700@pref.ishikawa.lg.jp 

平成 26年 10月 10日 

危機対策課 

課長 川口   

電話：076－225－1480 

内線：4280 



講演（防災）

事前に申し込みが必要です。裏面の申込書にてお申し込みください　申し込み締切り／平成26年11月19日（水）

主催：石川県　（一財）消防科学総合センター

　地震による災害や台風などの豪雨による土砂災害、航空機や列車の事故、さらには平和な生活を脅かすテロ行為の
ような危機から住民の生命、身体、財産を守るために行政をはじめとして県民、地域、企業等が共に力を合わせ、いざと
いう時に対応することが重要です。
　このフォーラムが、国民保護や防災といった「危機管理」における国や地方自治体、住民の役割について、広く県民の
方々や関係機関にとって理解を深める機会になればと思います。
　多数の方のご参加をお待ちしております。

石川県地場産業振興センター 
〈新館〉コンベンションホール
金沢市鞍月2 丁目 20 番地 （地図は裏面にあります）

11月24日（月・振休）
平成26年

13：30～15：30（13：00開場）

石川県
平成
26年度

危機管理フォーラム

信州大学農学部卒業、東京都立大学客員研究員、京
都大学防災研究所助手、東北大学災害制御研究セン
ター講師、岩手県立大学総合政策学部准教授などを
歴任、現在は静岡大学防災総合センター教授

地域を知り、
        防災を考える

静岡大学防災総合センター
教授

牛山  素行 氏
うしやま もとゆき

略 歴

自治省入省後、総務省消防庁国民保護・防災部防災
課広域応援対策官、東京消防庁参事などを歴任、現
在は内閣官房内閣官房副長官補（事態対処・危機管
理）付参事官
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講演（国民保護）
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会場▶石川県地場産業振興センター 〈新館〉コンベンションホール
金沢市鞍月２丁目20番地

切り取り

住所（一般の方）／機関・所属氏　　名 TEL／FAX 番号

参加をご希望の方は、以下の申込書に必要事項を記入の上、平成26年11月19日（水）まで
にお送り下さい。はがき又はE-mail で申し込みをされる方は、「危機管理フォーラム参加希望」と
明記の上、以下までお送り下さい。

金沢駅西口より約20分
金沢駅西口、大桑住宅、香林坊、上荒屋西 発
「工業試験場行」または「消費生活支援センター行」乗車「工業試験場」下車

石川県危機対策課 危機管理グループ
〒920－8580　金沢市鞍月１丁目１番地

（076）225－1482
e170700@pref.ishikawa.lg.jp

タクシー 金沢駅西口より
約10分

北鉄バス

申し込み・
問い合わせ先

会場へのアクセス

申し込み方法

会 場 案 内 図
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